	受付番号
※　記載不要
	
	法人等名
※副本には記載不要
	


（様式３）

令和８年度ヤングケアラー・サロン企画・運営業務　企画提案書・赤字部分と、このテキストボックスは、削除してください
・この様式を使わずに、企画提案書を作成いただいても構いません
（様式中の内容を網羅するように作成してください）


１　全体方針
（１）　基本的な考え方（コンセプト）
※　事業の目的を達成するため、事業全体に係る総合的な事業実施計画等を記載してください。
【サロンの運営方針】







【ヤングケアラー支援やピアサポートに関する考え方】








【サロン企画の進め方（参加者を募る仕組みから本番の流れ、各回終了後の対応など）】








【サロン開催の工夫（参加者同士の交流、参加者の満足度、安全確保など）】









（２）　全体スケジュール
※　記載内容はイメージです。この通りに組まなければならないものではありません。
御提案の内容にあわせて記載してください。

	
	スケジュール
	備考

	
４月

	・ 契約締結
・ 開催概要（日程、会場、テーマ等）の決定
・ 告知チラシ等の作成
	愛知県サロン等協力者に協力を依頼

	
５月

	・ 開催周知、参加申込み受付開始
・ 第１、２回　内容詳細確定
	

	
６月

	
・ 第１回　開催

	

	
７月

	

・ 第２回　開催
	

	
８月

	
・ 第３回　内容詳細確定
	状況に応じて追加告知
（高校、大学）

	
９月

	
・ 第３回　開催
	

	
1０月

	
・ 第４回　内容詳細確定
	状況に応じて追加告知
（高校、大学）

	
1１月

	
・ 第４回　開催
	

	
１２月

	・ 第５回　内容詳細確定
	状況に応じて追加告知
（高校、大学）

	
１月

	・ 第５回　開催

	

	
２月

	・ 第６回　内容詳細確定
	状況に応じて追加告知
（高校、大学）

	
３月

	・ 第６回　開催
・　実績報告提出
	








２　サロン内容に関する提案
※　実施方法、周知方法、プログラム概要等を記載してください。
※　周知方法やプログラムに関しては、別添参考資料も参考にしてください。
◆ 日程
○○○○年○○月○旬～○○○○年○月○旬　（○曜日の○時を想定）
【合計○回、１回あたり○～○時間程度】

◆ 開催方法
オンライン○回：Zoom
対面○回：会場候補　○○○○○○○○（所在地：　　　　　　　　　）

◆ 参加者を募る方法





◆ プログラム概要






◆進行役等の候補（行が不足する場合は追加）
	氏名
	所属
	これまでの経験等

	
	
	

	
	
	






３　事業実施体制
※　記載例を参考に、応募者（法人名）が分からないように注意して、記載してください。
（１）統括責任者（１名）
	役職名
	勤務形態
(常勤／非常勤)
	資格及び関連業務への従事実績等

	【記載例】　
取締役
	常勤
	・○○○○士
・「△△県△△△サロン」の企画、取りまとめ担当
・□□機関にて、□□□業務に従事経験XX年

	
	
	



（２）その他の従事者
	役職名
	本事業での役割
	資格及び関連業務への従事実績等

	【記載例】
係長
	企画担当
	・○○○○士
・「△△県△△△サロン」の企画メンバー
・□□機関にて、□□□業務に従事経験XX年

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	





４　提案法人が国・地方公共団体からサロン業務、相談支援業務を受託した実績について
　 本項目では、提案主体（法人）における受託実績について記載してください。
なお法人に所属する個人の実績、または法人に所属していないが事業に参加させることのできる有識者の実績等は本項目の記載対象ではありませんが、提案説明において、事業内容の強みとしてアピールしていただくことは構いません。

（１）サロン業務を国・地方公共団体から受託した実績　※５件程度まで
・　　サロン業務とは、ヤングケアラー当事者同士が話し合うことが可能で、悩みや経験を共有することができる場所を提供する事業を指します。
· 　受託ではなく、自主的に開催された事業については、本欄の記載対象ではありませんが、提案説明において、事業内容の強みとしてアピールしていただくことは構いません。
・ 　当事者同士の交流が想定されていない状態での相談支援業務の実績については、次項目で回答してください。

	実施年度
	開催形式
	事業名・事業内容

	【記載例】
2022、
2023
	△△県から受託

	【事業名】
「△△県△△△サロン事業」
【概要】 
オンライン＋対面のハイブリッドでサロンを実施。年間計〇回開催し、各回のトークテーマは当社が提案。企画内容は、○○先生に監修を依頼。
対象者　△△△△、△△△△など
参加料　無料
受講者数　XX人
主な支援者　△△大学教授監修、当法人社員

	
	
	【事業名】

【概要】



	
	
	【事業名】

【概要】



	
	
	【事業名】

【概要】







（２）ヤングケアラー向け相談支援業務を国・地方公共団体から受託した実績　※５件程度まで
· 　サロン業務を除き、ヤングケアラー対象の相談支援業務実績について記載してください。なお、相談支援業務とはヤングケアラーからの悩みを受付け、アドバイスを返す事業を指します。
· 　ヤングケアラーを対象としていても、相談対応を伴わない事業（リトリートのみのキャンプ事業等）については、本項目の実績には含めません。また、受託ではなく、自主的に開催された事業については、本欄の記載対象ではありませんが、提案説明において、事業内容の強みとしてアピールしていただくことは構いません。


	実施年度
	開催形式
	事業名・事業内容・連携の形態

	【記載例１】
2010～
2023
	△△県から受託
	【事業名】
「△△△事業」
【概要】
SNS上で相談を受け、アドバイスを返す。
受付は24時間で、回答は週〇曜日～〇曜日
これまでの支援件数は累計○○件。相談者は○○人

	【記載例】
2022 
	△△県から受託
	【事業名】
　△△県相談支援センター事業
【概要】
いわゆる子若センターで、ヤングケアラーを含む青少年の相談支援対応を行っている。ヤングケアラー支援について、今年度２月時点の支援件数は○○件。


	
	
	【事業名】

【概要】





	
	
	【事業名】

【概要】









６　付加提案（任意記載）
※ 本事業において実施できる付加提案がありましたら、その内容を具体的に記載するとともに、実施方法、期待できる効果などを記載してください。
2
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